
気候変動と⾃然共⽣社会
Climate change and the society 

in harmony with nature

⼭野博哉
（国⽴環境研究所）

Hiroya Yamano
(National Institute for Environmental Studies)

1



2

⽣物圏︓⼈間社会を⽀える基盤
Biosphere as a basis to support the human society

気候変動 地圏、⼤気圏
Geosphere, Atmosphere

さらに、それらを⽀える地圏、⼤気圏

SDGs wedding cake
Stockholm Resilience Centre

⾃然共⽣社会
⽣物多様性のもたらす恵みを将来に
わたって継承し、⾃然と⼈間との調
和ある共存の確保された社会
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地球システム・バウンダリー
Earth system boundaries

⽣物圏

気候

現在の状況 地球 社会

Rockström et al. (2023)

地球システムと⼈間社会の
安全性を考慮

Interaction

/16



4

気候変動と⽣物多様性は
相互に依存している
 ⼈類が住み続けられる気候を維持する

ための地球温暖化の制御と⽣物多様性
の保護は相互依存する⽬標で、これら
の達成は⼈々の持続的で公平な福利に
⽋かせない

 ⽣態系の保護、持続可能な管理と再⽣
のための陸域・海域での多くの対策が、
気候緩和・適応及び⽣物多様性⽬標に
向けたコベネフィットを⽣む

 気候変動緩和・適応のみに焦点を絞っ
た対策は、⾃然や⾃然の恵みに直接
的・間接的な悪影響を及ぼす可能性が
ある

IPBESとIPCCが合同ワークショップ報告書を発表
IPES-IPCC biodiversity and climate change workshop

和訳
https://www.iges.or.jp/jp/
pub/ipbes-ipcc-ws/ja

IPBES︓⽣物多様性及び⽣態系サービスに
関する政府間科学政策プラットフォーム
（IPCCの⽣物多様性版） /16
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気候変動は、⽣物多様性の劣化をもたらす主要な要因
気候変動 → ⽣物多様性

IPBES Global Assessment (2019)

気候変動
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https://www.reddplus-
platform.jp/about/

⽣物多様性 → 気候変動

⽣物多様性は、気候変動に
影響を与える

REDD＋︓途上国における森林減少・劣化の抑制や持続可能な
森林経営などによって温室効果ガス排出量を削減あるいは吸収
量を増⼤させる努⼒にインセンティブを与える気候変動対策

森林保全による
気候変動の緩和
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⽣物多様性 → 気候変動

Mori et al. (2021)

⽣物多様性は、気候変動に
影響を与える
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気候変動
⽣物多様性

災害
緩和策

再⽣可能
エネルギー

気候変動と⽣物多様性との絡み合い
Interactions between climate change
and biodiversity

適応策
保全活動

緩和策
森林保全

適応策
⽣態系の

活⽤

気候変動と⽣物多様性は絡み合っている
⼀⽅のみを考えた対策ではなく、両⽅を考えた対策が必要 /16
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気候変動は、⽣物多様性の劣化をもたらす主要な要因
気候変動 → ⽣物多様性

IPBES Global Assessment (2019)

気候変動

さらに、その背景には社会要因がある
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The National Biodiversity Strategy of Japan 2023-2030

Source: Ministry of the Environment, Japan

Biosphere integrity
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ハザード指標群（例）

地震・津波・⽕⼭
気候変動
・気候変化とその各分野影響

周期、規模、地域性、不確実
性などを考慮

曝露指標群（例）

⼈⼝分布
建物
⼟地利⽤

脆弱性指標群（例）

⼟地条件
地形・地質
インフラ
施策
社会組織
⼈間⾏動
⼈⼝減少

③統合リスク評価（地域・国） 地域資源の評価と活⽤
（地形・地質、⾃然環境、
⼟地利⽤、エネルギー、
社会・⼈間）

④各地域での介⼊可能な要素の抽出
⑤投⼊適地の検討
⑥要素間の関係分析（トレードオフ／シナジー）

× ×

⾃然に根ざした解決策
Nature-based Solutions

⼟地利⽤誘導

①指標
設定

②GIS/情報基盤・
拠点化

統合評価例︓
海洋健全度指数
（Halpern et al., 2012）

アプローチ１︓
地域性の把握

アプローチ２︓
介⼊の検討

→リスクの低減、レジリエンス確保、社会受容
→持続可能社会

介⼊

地球の環境事変にレジリエントな地域形成に向けた戦略構築
Co-designing a resilient society to global environmental change

⽇本学術会議 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-25-t353-3.html No.112
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栃⽊市観光協会

渡良瀬遊⽔池
の⽣物多様性

https://w
atarase.o
r.jp/wild/

NbSがもたらす⾃然資本の向上
NbS may enhance the natural capital

→シナジー効果の可能性

https://www.sankeibiz.jp/macro/
photos/200710/mca20071020560
23-p1.htm
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NbSがもたらす⼈的資本・社会関係資本の向上
NbS may enhance human and social capitals

（作成︓国⽴環境研究所 ⻄廣 淳）

→⾃然資本と⼈的資本・社会関係資本向上の可能性

多くのステークホル
ダーが関わる

↓
地域知の活⽤、環境教
育、市⺠科学への発展
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まとめ
• 気候変動は⽣物多様性の劣化の主要因の

⼀つである
• 気候変動と⽣物多様性は相互に絡み合っ

ており、同時解決を⾏う必要がある
• ⾃然に根ざした解決策（Nature-based 

Solutions）は、ハザードの低減のみなら
ず、⾃然共⽣社会の構築を通じた脆弱性
の低減に寄与し、気候変動を含む様々な
環境リスクに対処できる可能性がある
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